
2022年度
いつもの で、もしもの

9月1日は「防災の日」です。皆さんは万一の災害に備え、食品を備蓄していますか?大規模な災害が起きた場合、物流が止

まり、支援物資が届くのにも時間がかかり、食品が手に入らなくなります。緊張や不安が続く災害時でも、普段と同じような食

事があるだけで、心が休まることがあります。いざという時のためにも、少しずつ災害への備えを始めてみましょう。
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水…3L(1人1日分)

カセットコンロ

カセットボンベ…6本(1人1日分)

米…2㎏(1人1週間分)

カップ麺…6個

パックご飯…6個

肉、魚の缶詰…6缶

レトルトカレーや丼の素…6個

レトルトのパスタソース…6個

果物の缶詰

ジュース

干し芋やドライフルーツ
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①まずは、普段食べている食品を多めに買って備える。

②普段の食事に取り入れ消費する。

③食べたら買い足して、一定量備蓄されている状態を保つ。

普段から食べ慣れておくことで、

災害時にも抵抗なく食べることができる。
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＊乳幼児＊

粉ミルク、哺乳瓶、紙コップ、使い捨てスプーン、

瓶詰やレトルトの離乳食 など

＊アレルギーを持つ人＊

アレルギー対応食は入手できるまでに1か月かかることもあるので、最低

でも2週間分は備蓄するようにする。

アレルギーを持っていることが周りの人にもわかるように、ネームプレー

ト等にアレルギーがあることを書いて身につけておく。(誤食を防ぐため)

【必需品】 【主食】エネルギー源となる 【主菜】たんぱく質が摂れるもの 【副菜】口内炎や便秘を防ぐ

星十五夜と十三夜月
十五夜とは、旧暦で8月15日(今年は9月10日)の満月の夜のこと指し、「中秋の名月」と呼ばれる1年で最も月が美しいとい

われる夜です。十五夜には、ススキや団子と共にこの時期に収穫された芋をお供えすることから、「芋名月」とも呼ばれてい

ます。十三夜とは、旧暦で9月13日(今年は10月8日)の十五夜に次いで月が美しいとされる夜のことで、栗や豆が収穫される

時期であることから「栗名月」や「豆名月」と呼ばれることもあります。十五夜と十三夜、どちらか一方

しかお月見しないことを「方月見」「方見月」といい、縁起が悪いとされています。十五夜と十三夜

のお月見は「豊作を祝う」「月を愛でる」「月に祈る」等の意味があります。これらの日はもちろん、

他の日でも綺麗な月を鑑賞することができるので、たまには夜空を見上げながらゆったりと時間を

過ごすのもいいですね。

消費期限

賞味期限

と

食肉、弁当、生菓子等、

製造された日を含み概ね5日以内

に消費するべき食品につけられる

表示。『消費期限〇年△月□日』と

表示する。

瓶、缶詰、レトルト食品、

干菓子等、比較的長期間保存でき

る加工食品につけられる表示。開封し

ていない商品を正しい条件で保存した

ときにメーカーが美味しく食べられる

と保証した期限のこと。製造・加工後3

か月以内の場合は『〇年△月□日』、

3か月以上の場合は『〇年△月』

と表示する。直射日光にあたる場所等、保存状態が悪いと表示の期限内に品質が落ちることがあ

ります。それぞれ表示されている方法で保存して、期限内に食べるようにしましょう。

消費期限とは…
賞味期限とは…

月星 星 月


